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1. スコープ3排出量の開⽰事例
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 トヨタ⾃動⾞株式会社企業
 サステナビリティデータブック2025 p.61媒体・ページ
 各カテゴリについて、対象事業、算定対象や主な活動量を併記し、読者にとって理解しやすい内容となっている。投資家コメント等
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 株式会社⽇⽴製作所企業
 ⽇⽴サステナビリティレポート2025 p.130媒体・ページ
 スコープ3の排出量をカテゴリ別に算定対象と合わせて⽰している。
 最も⼤きな⽐率を占めるカテゴリ11については、製品・サービスのCO2排出量削減⽬標として、CO2排出原単位削減率や、GHG削減貢献量の

⽬標を設定し、併せて開⽰している。

投資家コメント等
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 東急不動産ホールディングス株式会社企業
 独⽴した第三者保証報告書に添付されるデータ p.2媒体・ページ
 スコープ3の各カテゴリの算定⽅法や参照データが開⽰されており、詳細を確認する際に参考になる。投資家コメント等
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 Tesco PLC企業
 Annual Report and Financial Statements 2022 p.42、同 2023 p.23媒体・ページ
 スコープ3排出量の開⽰を充実させるにあたり、重要性や算出コストを勘案し、部分的な開⽰から始めて段階的に対象を拡⼤し、正確なカテゴリ

別排出量を⾏うようになっている。
投資家コメント等

Annual Report and Financial Statements 2022

Annual Report and Financial 
Statements 2023
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 味の素グループ企業
 サステナビリティレポート2025 p.58媒体・ページ
 削減⽬標の基準年度である2018年度からの経年変化を開⽰しており、進捗状況が把握しやすい。投資家コメント等
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 双⽇株式会社企業
 統合報告書2025 p.40媒体・ページ
 事業部⾨ごとにサプライチェーンの各段階でどの程度のGHG排出があるか分析。⼤中⼩の区分のみならず概算値まで開⽰されていることでGHG

排出の実態を把握しやすく、また削減貢献も含めてまとめられていることで今後の具体的な削減に向けた取組の理解が深まる。
投資家コメント等
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 三菱商事株式会社企業
 サステナビリティ・レポート2024 p.59媒体・ページ
 特に排出量が多く重要なカテゴリについて詳細に開⽰している事例。営業グループ別の実績開⽰もあり、事業との結びつきも含めて理解することが

できる。
投資家コメント等

三菱商事株式会社は2025年4⽉にScope3全カテゴリを開⽰。サプライチェーン上でのパートナーとの協業の取組みについても開⽰している。（詳細は同社ホームページ︓
https://www.mitsubishicorp.com/jp/ja/sustainability/environmental/climate-change/002.html#anc-83050-03）



11

2. 戦略と削減取組の開⽰事例
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 トヨタ⾃動⾞株式会社企業
 サステナビリティデータブック2025 p.22媒体・ページ
 ライフサイクル全体の取組と実績が体系的に記載されており、低排出素材の活⽤やサプライヤーとの取組についても⽰されている。投資家コメント等
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 株式会社デンソー企業
 統合報告書2025 p.34（左）、 p.66（右）媒体・ページ
 スコープ3削減に向けた⽬標を上流・⾃社⼯場・下流に分けて⽰し、ロードマップを図⽰しており理解しやすい。また、サプライヤーエンゲージメントに

ついても取組の実績を定量化して⽰している。
投資家コメント等
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 本⽥技研⼯業株式会社企業
 ESG Report 2025 p.19媒体・ページ
 2050カーボンニュートラルに向けて、重要なカテゴリに絞ってロードマップに落とし込んでいる。主要製品種類別のCO2削減の取組も開⽰されてお

り、全体観と個別の取組をそれぞれ把握しやすい。
投資家コメント等
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 本⽥技研⼯業株式会社企業
 ESG Report 2025 p.24（左上）、p.26（右）、p.28（左下）媒体・ページ
 2050カーボンニュートラルに向けて、重要なカテゴリに絞ってロードマップに落とし込んでいる。主要製品種類別のCO2削減の取組も開⽰されてお

り、全体観と個別の取組それぞれ把握しやすい。
投資家コメント等
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 ソニーグループ株式会社企業
 サステナビリティレポート2025 p.99（左）、p.109（右）媒体・ページ
 気候変動⽬標が時系列で⽰されており、取組の全体観が把握しやすく、外部からの検証もしやすい。また、原材料・部品サプライヤーや製造委

託先に対してGHG排出量把握と削減の働きかけについても記載している。
投資家コメント等
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 株式会社リコー企業
 ウェブサイト（https://jp.ricoh.com/sustainability/environment/zero_carbon_society）媒体・ページ
 中⻑期的な排出削減に向けたロードマップで全体観を説明。⽬標に対し、どのカテゴリでどの程度削減するのかわかりやすい点が評価されている。投資家コメント等
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 東急不動産ホールディングス株式会社企業
 統合報告書2025 p.74媒体・ページ
 新中期経営計画では、スコープ3⽬標に加え、CO2排出削減貢献量の⽬標として「⾃社排出量の10倍以上」を設定。移⾏計画の中で、ス

テークホルダーとの協働等の具体的計画も記載されており実効性が⾼い印象を与える。
投資家コメント等
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 三井不動産グループ企業
 スコープ3の削減に向けた具体的な3＋αの取り組みのご紹介 p.3-4、p.13、p.15媒体・ページ
 ⾃社固有の排出傾向や対策について具体的かつ詳細に説明されており、排出の実態に関する投資家の理解が深まる内容となっている。投資家コメント等
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 J.フロントリテイリング株式会社企業
 統合報告書2025 p.66（左）、TCFD・TNFDレポート2025 p.21（右）媒体・ページ
 スコープ3を含む移⾏計画の全体観をわかりやすく⽰せており、重点施策の位置づけがわかりやすい。
 個別取組の中ではサプライヤーエンゲージメント等を実施しており、1次データの活⽤により削減努⼒を表現する試みも⾏っている。

投資家コメント等



21

 株式会社ファーストリテイリング企業
 ウェブサイト「気候変動への対応」(https://www.fastretailing.com/jp/sustainability/environment/climatechange.html)（左）
 統合報告書2025 p.63（右）

媒体・ページ

 スコープ3の中で排出量が最⼤のカテゴリ１にて削減⽬標を設定し、排出量削減に向けた⽣産パートナーとの密な連携を実施している。
 ⽣産量・販売量が増加している中で、スコープ3削減⽬標と⽬標に向けた実績値が明確に⽰されている点が評価されている。

投資家コメント等
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 味の素グループ企業
 サステナビリティレポート2025 p.66（左）、p.70（右）媒体・ページ
 農業由来の排出、流通、消費・廃棄までを視野に⼊れたスコープ3対応について記載されており、具体的であり、わかりやすい。投資家コメント等
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 ⽇清⾷品株式会社企業

 ESG・サステナビリティ説明会資料 p.24、p.26媒体・ページ

 スコープ3削減⽬標も含めた移⾏計画を策定。植物由来素材の活⽤等、特⾊ある取組も含めて具体的に取組内容を開⽰している。投資家コメント等
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 アサヒグループホールディングス株式会社企業
 サステナビリティレポート2025 p.54媒体・ページ
 データの可視化、精緻化に加え、脱炭素進捗調査、パートナーとの削減プロジェクト推進といった中⻑期的な施策をロードマップとして⽰している。投資家コメント等
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 三井物産株式会社企業
 TCFD提⾔に基づく情報開⽰ p.19※1媒体・ページ
 主要産業のバリューチェーン毎に上流から下流までの具体的な取組み例を記載するなど、複雑かつ多岐にわたるバリューチェーンのうち機会とリスク

において重要なポイントをわかりやすく記載している。
投資家コメント等

※1 2025年9⽉時点での開⽰内容
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 三井物産株式会社企業
 統合報告書2025 p.27※1媒体・ページ
 特に商社にとって重要なスコープ3カテゴリ15について⽬標を設定し、資産売却によるカテゴリ15排出量の削減効果の実績を開⽰するなど、実効

性ある取組みとなっている。
投資家コメント等

※1 2025年9⽉時点での開⽰内容
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3. スコープ3を超えた取組の開⽰事例
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 パナソニック株式会社企業
 サステナビリティデータブック 2025 p.17媒体・ページ
 削減実績と具体的な取組が詳細に開⽰されており、取組の進捗や全体観が把握しやすい。削減貢献量についても⽬標を定めている。投資家コメント等
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 株式会社⽇⽴製作所企業
 ⽇⽴サステナビリティレポート2025 p.43（左）、p.48（右）媒体・ページ
 顧客との協創を通じた脱炭素への貢献を、GHG排出削減貢献量として算定している。併せて製品・サービスの使⽤時のCO2排出量削減の⽬

標と実績を⽰すことで、スコープ3カテゴリ11に関する取り組みを⽰している。
投資家コメント等
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 双⽇株式会社企業
 有価証券報告書 p.27（左）、ウェブサイト（https://www.sojitz.com/jp/sustainability/esg-climate/）（右）媒体・ページ
 脱炭素の⽅向性について、⼀般炭、原料炭の権益等、⽬標達成⼿段を⽰すほか、削減貢献量（スコープ4）についても⾔及している。投資家コメント等
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（参考）GXリーグにおけるサプライチェーンで
の取組のあり⽅に関する研究会紹介事例
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 来年度以降のGX フューチャー・コンソーシアムにおいては、GX フューチャー・リーグに参加するにあたり⼀定のGX需要創出等に係る取組（参画要
件）が求められる。

 経産省の実施した研究会にて参画要件として⼗分認められる取組の事例を取りまとめている。スコープ3に係る取組も対象となっており、例えばサプ
ライヤーエンゲージメントを⾏う際はどの様な⼯夫をアピールすれば評価されるのか参考にする、といったことも考えられる。

投資家コメント等

GXリーグにおけるサプライチェーンでの取組のあり⽅に関する研究会 参考資料集 より抜粋
(https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/gx_league/pdf/005_05_00.pdf)

媒体・ページ


